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令
和
５
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
９
日
か

ら
20
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
令
和
５
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
を
慎
重
に
審

議
し
、
提
案
さ
れ
た
19
議
案
す
べ
て
、
原
案

の
と
お
り
可
決
及
び
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、議
員
発
議
に
よ
る
国
に
提
出
す
る
意

見
書
５
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

・�
物
価
高
騰
対
策
商
品
券

発
行
事
業４

７
０
０
万
円

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物

価
が
高
騰
し
町
民
の
生
活

や
経
済
活
動
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
。

　

町
内
の
消
費
を
喚
起

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
町
民
の
生
活
を
支
援
す

る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
発
行
事
業
を
業

務
委
託
す
る
費
用
を
計
上

す
る
。

・�

未
熟
児
養
育
医
療
給
付

事
業

１
５
０
６
万
円 商品券の応募受付開始

補
正
予
算

令和５年６月定例会

未
熟
児
の
入
院
治

療
を
援
助

目
立
ち
始
め
た
各

こ
ど
も
園
設
備
の

老
朽
化

地
域
経
済
の
活
性

化
と
町
民
生
活
を

支
援

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
は
、
１
万
円
で

１
万
２
５
０
０
円
分
の
利

用
が
可
能
。

一般会計補正予算

1億181万円を
追加し

104億2509万円
総 額

・�

こ
ど
も
園
整
備
事
業

４
６
１
万
円

　

と
う
ご
う
こ
ど
も
園
の

エ
コ
キ
ュ
ー
ト
更
新
工
事

費
が
想
定
以
上
の
物
価
高

騰
に
よ
り
増
額
補
正
。

　

園
児
が
健
や
か
に
安
全

に
過
ご
せ
る
良
好
な
環
境

を
提
供
す
る
。

今
年
も
　  ％
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

25

　

未
熟
児
は
病
気
に
か
か

り
や
す
く
、
生
後
速
や
か

に
適
切
な
医
療
処
置
が
必

要
で
あ
る
。
入
院
治
療
に

必
要
な
医
療
費
の
一
部
を

公
費
負
担
す
る
。
対
象
者

数
が
増
え
た
た
め
、
増
額

す
る
。
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新
た
に
任
命
さ
れ
た
12

名
の
農
業
委
員
会
委
員

に
対
し
て
同
意
を
求
め
ら

れ
た
。

　

任
期
は
令
和
８
年
７
月

19
日
ま
で
の
３
年
間
。
認

定
農
業
者
、
非
農
業
者
な

ど
の
職
業
的
な
バ
ラ
ン
ス

の
他
に
、
性
別
、
地
域
な

ど
も
考
慮
し
て
選
ば
れ
て

お
り
、
同
意
し
た
。

・�

温
泉
保
養
施
設
管
理
臨

時
経
費

３
３
４
万
円

　

龍
鳳
閣
の
前
に
あ
る
町

多
目
的
温
泉
保
養
施
設
レ

ス
ト
ラ
ン
が
経
年
劣
化
し

て
い
る
た
め
、
施
設
修
繕

を
行
う
。
ま
た
施
設
周
辺

の
植
栽
を
整
備
す
る
。
修

繕
の
内
容
は
、
①
雨
樋
取

り
替
え
②
厨
房
か
ら
出
る

・�

ス
マ
ー
ト
農
業
促
進
事
業

１
５
２
万
円

　

ス
マ
ー
ト
農
業
を
実
践

す
る
た
め
、
防
除
用
ド

ロ
ー
ン
、
無
人
防
除
車
を

導
入
す
る
。
事
業
対
象
者

は
、
認
定
農
業
者
、
集
落

営
農
組
織
。
補
助
率
は

１
／
２
以
内
。

　

な
お
、
当
初
要
求
の
無

人
草
刈
り
機
は
取
り
下
げ

と
な
っ
た
。

・�

情
報
化
推
進
臨
時
経
費

１
２
１
万
円

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た

行
政
情
報
発
信
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
効
率
的
な
情

報
発
信
と
町
民
の
利
便
性

向
上
を
図
る
も
の
。

　

行
政
か
ら
の
情
報
発
信

だ
け
で
な
く
、
町
民
個
人

の
求
め
る
情
報
に
自
動
で

応
答
す
る
な
ど
の
機
能
も

検
討
す
る
。

（
関
連
記
事
は
４
ペ
ー
ジ
）

　

湯
梨
浜
土
地
開
発
公
社

に
よ
り
現
況
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
た
。

・�

跡
地
利
用
検
討
事
業

５
７
万
円

　

中
学
校
跡
地
利
活
用
に

向
け
た
手
続
き
を
進
め
る

た
め
、
旧
北
溟
中
エ
リ
ア

で
は
跡
地
の
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
の
経
費
を
追
加
し
、

旧
東
郷
中
エ
リ
ア
で
は
跡

・�
光
熱
費
助
成
事
業

５
５
２
５
万
円

　

原
油
高
・
物
価
高
騰
が

生
活
困
窮
世
帯
の
生
活
に

深
刻
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

光
熱
費
の
助
成
を
行
う
。

　

生
活
困
窮
世
帯
、
住
民

入居募集中、龍鳳閣前の
レストラン

完売した磯
いそなぎ

泙団地

そ
の
他

農
業
者
の
負
担
を

軽
減

行
政
情
報
の
発
信

を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
も

い
そ
な
ぎ
団
地

完
売

ボ
ー
リ
ン
グ・名
義

変
更
の
手
続
き

物
価
高
騰
に
対
応

農
業
委
員
会
委
員

の
任
命
に
同
意

温
泉
保
養
施
設
を

修
繕
し
、
入
居
募

集
へ

油
分
を
分
離
す
る
グ
リ
ス

ト
ラ
ッ
プ
更
新
③
新
規
入

居
前
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
。

税
非
課
税
世
帯
に
対
し
、

一
世
帯
３
４
０
０
０
円
の

光
熱
費
を
助
成
す
る
。

地
の
名
義
変
更
に
係
る
弁

護
士
費
用
を
追
加
す
る
。

　

令
和
４
年
度
に
磯い

そ
な
ぎ泙

団

地
１
区
画
売
却
と
な
り
、

年
度
末
の
残
区
画
は
、
橋

津
団
地
１
区
画
４
７
０

㎡
、
磯
泙
団
地
１
区
画

２
５
２
㎡
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
磯
泙
団
地
は
、

令
和
５
年
５
月
に
残
る
１

区
画
も
売
却
済
み
と
な

り
、
完
売
と
な
っ
た
。
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答

答

答

答

答答 答

☆
国
と
の
協
議
が
ほ
ぼ
終
わ
り
、
10
月
に
着
工
し
、
６
年
度
末
完

成
予
定
。

　

国
の
補
助
２
／
３
・
町
災
害
復
旧
債
１
／
３
、
総
工
費

３
億
９
千
万
円
。

問問

問

問

問問

　
　
　
　

全
国
的
に
は
、
マ
イ
ナ
ン

　
　
　
バ
ー
カ
ー
ド
の
ト
ラ
ブ
ル
が

相
次
い
で
い
る
が
、
本
町
の
状
況

は
。

　
　
　
　

現
時
点
で
、
人
的
ミ
ス

　
　
　

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
。

職
員
の
立
ち
合
い
で
、
利
用
後
の
ロ

グ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
徹
底
す
る
よ

う
、
再
度
指
示
を
し
た
。

　
　
　
　
マ
イ
ナ
保
険
証
な
ど
の
誤

　
　
　

情
報
の
確
認
は
、
実
際
に

カ
ー
ド
を
使
用
し
な
い
と
わ
か
ら
な

い
の
か
。

　
　
　
　

今
回
の
工
法
は
、
以

　
　
　
前
の
工
法
と
あ
ま
り
変

わ
ら
な
い
の
で
は
。

　
　
　
　

前
回
と
違
う
点
は
、

　
　
　

鋼
管
杭
を
27
本
打
ち
、

滑
り
を
と
め
て
い
る
こ
と
、
横

ボ
ー
リ
ン
グ
で
中
の
排
水
が
で

き
る
こ
と
。

総 務 産 業 常 任 委 員 会

泊中央線復旧工事着工へ

県のLINE公式アカウント

☆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
・
交
付
状
況
は
、
４
月
末
時

点
で
申
請
が
１
万
４
４
４
６

件
、
率
と
し
て
86
．８
％
。
交
付

状
況
は
、
１
万
２
２
８
７
件
、

73
．８
％
の
交
付
率
と
な
っ
て
い

る
。

☆
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
「
ア
カ
ウ
ン

ト
」
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
。

住
民
個
人
が
求
め
る
情
報
に
効

率
的
に
応
答
す
る
情
報
発
信
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
、
デ
ジ
タ
ル

社
会
を
推
進
す
る
。

答

問問

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
の

確
認
を
周
知

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
双
方
向
に

情
報
発
信

泊
中
央
線
災
害
復
旧
工
事

よ
う
や
く
着
工

　
　
　
　
住
民
が
、
こ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

　
　
　
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る

の
か
。

　
　
　
　

誤
情
報
の
確
認
は
、
役
場

　
　
　

で
は
で
き
な
い
。
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
で
の
確
認
に
つ
い
て
周
知

し
た
い
。

　
　
　
　
工
事
業
者
に
、
地
元
建
設

　
　
　
業
者
は
入
ら
な
い
の
か
。

　
　
　
　

工
事
の
内
容
等
を
踏
ま

　
　
　

え
、
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　

今
回
の
地
滑
り
は
山
の
南

　
　
　
側
だ
が
、
以
前
は
漁
港
側
に

も
あ
っ
た
の
で
は
。

　
　
　
　

過
去
に
は
あ
っ
た
。
地
滑

　
　
　

り
の
可
能
性
を
住
民
に
周
知

し
た
い
。

　
　
　

 

友
達
登
録
し
、
年
齢
層
や

　
　
　

居
住
地
、欲
し
い
情
報
な
ど
の

設
定
を
行
え
ば
、登
録
者
に
必
要
な
情

報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
道
路
の
不
具
合
の
通
報
な

　
　
　
ど
、
町
民
側
か
ら
の
情
報
提

供
は
、
可
能
な
の
か
。

　
　
　
　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
町
道
の

　
　
　

通
報
シ
ス
テ
ム
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　

県
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア

　
　
　

カ
ウ
ン
ト
で
は
、積
極
的
に

発
信
さ
れ
て
い
る
。そ
う
い
っ
た
プ
ッ

シ
ュ
型
の
発
信
は
町
で
も
可
能
か
。

　
　
　
　

可
能
。
良
い
情
報
を
リ

　
　
　

ア
ル
タ
イ
ム
で
発
信
し
た
い
。
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答

答

答答答

☆
令
和
３
年
度
に
策
定
し
た
教
育
大
綱
と
第
３
次
教
育
振
興
基
本

計
画
の
重
点
目
標
と
そ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、
教
育
要
覧
に

ま
と
め
、
実
施
し
て
い
る
。
主
な
変
更
点
が
説
明
さ
れ
た
。

問

問

　
　
　
　

中
部
地
区
中
学
校
部

　
　
　
活
動
の
、
休
日
地
域
移

行
に
向
け
た
取
り
組
み
の
現

状
は
。

　
　
　
　

１
市
４
町
の
教
育
委

　
　
　

員
会
で
、
学
校
教
育
と

社
会
教
育
の
合
同
で
協
議
。
県
教
育

委
員
会
と
も
、
随
時
協
議
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
。

　

部
活
動
指
導
員
、
外
部
指
導
者
の

確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

☆
自
治
体
連
携
Ｓ
Ｉ
Ｂ
ヘ
ル
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト（
ゆ
り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー

ク
ラ
ブ
）に
よ
る
医
療
費・介
護
給

付
費
の
抑
制
効
果
分
析
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
た
。

☆
実
施
設
計
と
地
質
調
査
の
委
託

契
約
を
令
和
４
年
12
月
に
締
結
。

進
捗
状
況
の
報
告
を
受
け
た
。

答答 答

答

問問 問

問

問 問問

　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
者
の

　
　
　
年
齢
構
成
は
。

　
　
　

 

他
の
自
治
体
に
比
べ
、
80

　
　
　

歳
以
上
の
比
率
が
少
な
く
、

若
い
世
代
が
多
い
の
が
特
徴
。

　
　
　
　
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
ど
う
か
。

　
　
　

 

影
響
は
あ
る
と
思
う
が
、

　
　
　

運
動
の
習
慣
化
に
よ
り
成
果

が
出
て
い
る
の
で
、
町
民
に
周
知
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
会
員
す
べ
て
の
デ
ー
タ
が

　
　
　
集
ま
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

 　

令
和
４
年
度
の
実
績
で

　
　
　

86
．８
％
の
会
員
が
デ
ー
タ

送
信
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　
義
務
教
育
と
し
て
の
英
語

　
　
　
教
育
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

方
針
は
。

　
　
　

 

県
教
育
委
員
会
の
方
針

　
　
　

と
し
て
、
中
学
校
卒
業
時
に

英
検
３
級
程
度
ま
で
取
れ
る
よ
う
打

ち
出
し
た
。
補
助
な
ど
支
援
を
す
る

と
言
っ
て
い
る
の
で
、
本
町
も
そ
の

方
針
に
乗
っ
て
い
き
た
い
。

　

小
中
学
校
の
連
携
や
、
英
語
専
科

教
員
で
の
授
業
研
究
に
取
り
組
み
た

い
。

　
　
　
　
教
員
の
働
き
方
の
現
状
は
。

　
　
　

 

県
の
平
均
よ
り
長
く
働
い

　
　
　

て
い
る
。
留
守
番
電
話
の
設

置
、
閉
庁
日
の
設
定
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
、
で
き
る
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

ゆ
り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー
ク

ラ
ブ
の
効
果
分
析

た
じ
り
こ
ど
も
園
建
設

工
事
、早
期
着
工
へ

教 育 民 生 常 任 委 員 会

外部指導者のもと、活発に行われている部活動
（湯梨浜中学校　女子バスケットボール部）

令
和
５
年
度
湯
梨
浜
町
教

育
要
覧
の
報
告

　
　
　
　
建
設
位
置
に
つ
い
て
関
係

　
　
　
区
へ
の
説
明
は
。

　
　
　
　

12
月
中
旬
に
田
後
区
と

　
　
　

長
瀬
西
部
区
で
説
明
会
を

開
催
。

　
　
　
　

田
後
区
内
の
建
設
で
あ

　
　
　

り
、
丁
寧
な
説
明
が
必
要

で
は
。

　
　
　
　

令
和
５
年
１
月
８
日
の
田

　
　
　

後
区
総
会
で
、
町
長
か
ら
概

要
の
説
明
を
行
い
、
反
対
意
見
は
な

か
っ
た
。

　
　
　
　

開
園
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
　
　
は
。

　
　
　
　

令
和
７
年
４
月
を
目
標
に

　
　
　

し
て
い
る
が
、
建
設
資
材
の

高
騰
な
ど
今
後
の
動
向
で
不
透
明
な

状
況
が
あ
る
。
実
施
設
計
を
早
め
、

一
日
で
も
早
く
工
事
着
工
に
か
か
り

た
い
。
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一般会計補正予算

1億1528万円
を追加

5月臨時会を開催

補
正
予
算

☆
５
月
臨
時
会
は
、
５
月

８
日
に
１
日
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
専
決
処
分
２
議
案
、
補

正
予
算
１
議
案
の
計
３
議

案
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
承
認
及

び
可
決
し
ま
し
た
。

・�

電
力
・
ガ
ス
食
料
品
等

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給

付
金
支
給
事
業

５
１
５
２
万
円

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
に

対
し
、
電
力
、
ガ
ス
、
食

料
品
な
ど
の
価
格
高
騰
の

影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、

一
世
帯
３
万
円
の
現
金
を

支
給
す
る
も
の
。
財
源
は

国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
」
。

・�

温
泉
ふ
れ
あ
い
会
館
施

設
整
備
費

８
６
７
万
円

　

町
立
温
泉
ふ
れ
あ
い
会

館
「
ハ
ワ
イ
ゆ
〜
た
う

ん
」
の
経
年
劣
化
に
伴
う

施
設
修
繕
と
し
て
、
ブ
ロ

・�

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
へ

の
生
活
支
援
特
別
給
付
金

事
業

①
ひ
と
り
親
世
帯

１
２
６
０
万
円

②
①
以
外
の
低
所
得
の
子
育

て
世
帯

１
１
０
６
万
円

　

食
費
な
ど
の
物
価
高
騰

に
直
面
し
、
影
響
を
受
け

る
低
所
得
の
子
育
て
世
帯

に
対
し
て
経
済
的
支
援
を

行
う
。
給
付
額
は
児
童
一

人
当
た
り
５
万
円
。

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
事
業１３

３
３
万
円

・�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

１
２
７
０
万
円

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る

事
業
を
活
用
し
、
①
引
地

区
は
除
雪
機
等
②
上
浅
津

区
は
エ
ア
コ
ン
等
③
下
浅

津
区
は
除
雪
機
等
④
久
留

西
区
は
複
合
機
等
の
整
備

⑤
門
田
区
は
公
民
館
外
壁

の
改
修
を
行
う
。

・�

農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業

３
３
４
万
円

　

北
福
・
漆
原
梨
団
地
造

成
に
つ
き
、
工
事
着
手
か

ら
５
年
間
は
、
地
権
者
と

入
植
者
と
の
賃
貸
借
契
約

が
発
生
し
な
い
た
め
、
そ

の
間
の
賃
貸
上
の
損
失
を

補
填
す
る
。
使
用
期
間
の

標
準
的
な
賃
借
料
相
当
分

を
補
償
す
る
も
の
。

電
力
・
ガ
ス
な
ど

価
格
高
騰
を
支
援

ハ
ワ
イ
ゆ
〜
た
う

ん
の
修
繕

低
所
得
子
育
て
世
帯

に
経
済
的
支
援

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
防
止
対
策

行
政
区
を
支
援

梨
作
り
生
産
活
動

の
支
援

来館者の増加を目指して（ハワイゆ～たうん）

　

補
助
率
は
①
か
ら
④

は
10
／
10
、
⑤
は
３
／
５

以
内
。

5月臨時会を開催

ワ
ー
ポ
ン
プ
更
新
工
事
と

屋
上
防
水
材
修
繕
工
事
が

必
要
と
な
っ
た
。

　

同
会
館
の
適
切
な
管
理

を
行
う
こ
と
で
、
来
館
者

の
満
足
度
の
向
上
や
来
館

者
の
増
加
を
は
か
る
。

　

国
の
方
針
に
よ
り
接
種

期
間
が
６
年
３
月
ま
で
延

長
。
重
症
化
リ
ス
ク
が
高

い
者
を
対
象
と
し
た
「
令

和
５
年
春
開
始
接
種
」
を

実
施
す
る
経
費
。
全
て
の

年
齢
を
対
象
と
し
た
「
令

和
５
年
秋
開
始
接
種
」
の

準
備
経
費
を
含
ん
だ
増
額

経
費
で
あ
る
。
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常任委員会に付託した陳情は、慎重に審査を行い次のとおり決定しました。

ファクシミリ・電子メールでの提出も受け付けます！
請願、陳情の提出時に本人確認ができる書類を提出いただける場合は、ファクシ
ミリ・電子メールでの提出が可能です。本人確認書類や記載内容、提出先など手
続きに関することは町ホームページをご確認いただくか湯梨浜町議会事務局へお
問い合わせください。

件　　　名 陳情者名 採決結果

「安保関連３文書」閣議決定の撤
回、「敵基地攻撃能力」の保有や防
衛費２倍化に反対する意見書の提出
を求める陳情書

憲法改悪反対
　鳥取県共同センター
　代表　田中　　暁

不 採 択

安保関連３文書の閣議決定に抗議
し、大軍拡・大増税の中止、くら
しと福祉に予算をまわすよう求める
「意見書」採択を求める陳情

平和・民主主義・豊かな暮
らしをめざす鳥取県の会
（鳥取県革新懇）
　代表世話人　山内　淳子

不 採 択

政府に食料自給率の向上、持続可能
な農業経営と農村を守ることを求め
る陳情書

鳥取県農民運動連合会
　会長　雑賀　敏之

採　　択
全会一致

（国に意見書を送付）

森林環境譲与税の譲与基準の見直しに
関する陳情

鳥取県中部森林組会
代表理事組合長　小川　克彦

採　　択
全会一致

（国に意見書を送付）

国に対し、適格請求書等保存方式（イ
ンボイス制度）の延期・見直しを求め
る陳情書

インボイス制度を考える
フリーランスの会
　代表　阿部　　伸

不 採 択

地方財政の充実・強化を求める陳情

・自治労鳥取県本部
　執行委員長　山口　一樹
・湯梨浜町職員労働組合
　執行委員長　中村　武史

採　　択
全会一致

（国に意見書を送付）

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善
をはかるための、2024年度政府予算に
係る意見書採択の陳情について

・鳥取県高等学校教職員組合
　中部支部支部長　谷口 善一朗
・鳥取県教職員組合中部支部
　支部長　山根　義孝

採　　択
全会一致

（国に意見書を送付）

一日も早く選択的夫婦別姓の導入を
するよう政府に求める陳情

新日本婦人の会鳥取県本部
　会長　山内　淳子

採　　択
全会一致

（国に意見書を送付）

請 願 ・ 陳 情 審 査

陳 情



8ゆりはま議会だより　　第 78 号

総務産業常任委員会 （６人）

教育民生常任委員会 （５人）

議会広報常任委員会 （10人）

議会運営委員会 （５人）

委 員 長
副委員長
委 員

委 員 長
副委員長
委 員

委 員 長
副委員長
委 員

委 員 長
副委員長
委 員

＜担当の仕事＞
総務課、まちづくり企画課、

出納室、町民生活課（税務

関係）、産業振興課、建設水

道課、デジタル・みらい戦略

課、国民宿舎に関すること

＜担当の仕事＞
町民生活課（税務関係を除

く）、子育て支援課、健康推

進課、長寿福祉課（地域包

括支援センター）、総合福祉

課、教育委員会に関すること

＜担当の仕事＞
議会だよりの編集、広報の

実施に関すること

＜担当の仕事＞
議会運営全般について協議

し、意見調整をはかる

松岡　昭博
信原　和裕
中森圭二郎
濱中　武仁
寺地　章行
磯江　公博

米田　強美
増井　久美
光井　哲治
小川　　遊
河田　洋一

中森圭二郎
小川　　遊
米田　強美
光井　哲治
増井　久美
松岡　昭博

濱中　武仁
寺地　章行
信原　和裕
磯江　公博

濱中　武仁
寺地　章行
松岡　昭博
米田　強美
中森圭二郎

オブザーバーとして
河田洋一議長、磯江公博副議長

◆議会選出監査委員　　　　　　　　　　　　光井　哲治
◆鳥取中部ふるさと広域連合議会　　　議員　河田　洋一　　議員　磯江　公博
◆鳥取県後期高齢者医療広域連合議会　議員　河田　洋一

新議長・副議長
　　と委員会構成
新議長・副議長
　　と委員会構成

新議長
河田　洋一

新副議長
磯江　公博
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住民から寄せられた令和４年度
「行政、議会に対するご意見、ご提案」について

住民から寄せられた令和４年度
「行政、議会に対するご意見、ご提案」について

　令和３年度と同様に「令和４年度住民と議会の意見交換会」は、新型コロナウイルス感染症対
策のため、中止といたしました。
　意見交換会の開催時に依頼しました、町内の各団体、区長、PTAや保護者会などの関係の方に
「行政、議会に対するご意見、ご提案」をいただきました。
　いただいた提言やご意見の内容を取りまとめ、所管委員会において協議を行い、行政の担当部
局等の返答を含め、一部を回答します。

問 問

問 問

問

問

答 答

答 答

答

答

希望するこども園に入園できない 保育士の配置

子育て環境・教育支援の充実

少数派の家庭に配慮を

保育士の待遇改善 紙おむつ処理と白ごはん提供

本町では、保育士不足で希望するこども園
での保育サービスが受けられない状況があ
るのでは。

保育士不足にもかかわらず、ある園では、
年長に３人のクラス担任がいる。なぜか。

多子世帯保育料軽減事業などのお金を、保
育士の待遇改善に回すことが必要ではな
いか。

園で使用済み紙おむつ処理や白ごはん提供
をしていただきたい。

子どもを産み育てやすい環境の整備と、子
育て、教育の支援体制を更に充実していた
だきたい。 令和４年度からＩＣＴで諸連絡がされるよ

うになったが、スマホがないと保育サービ
スに支障が出るというのでは困る。

保育士確保のため、人材派遣サービスの活
用などの保育士確保対策を検討します｡

保育士は、園児の人数に応じて配置するの
が原則です。なお、個別支援の必要がある
場合、増員されることがあります。

多子世帯保育料軽減事業は少子化対策のた
めに実施しています。職員の職場環境の改
善も必要なことであり、引き続いて努力し
ます。

紙おむつについては、本年４月から各園で
回収しています。また、白ごはん提供は、
保育士の増員が必要であることや、新型
コロナの対応があるため、現状では困難
です。

子育て家庭の相談体制と経済的な支援の充
実を図っていきます。また、教師の指導力
向上による児童生徒の学力向上と、親世代
の相談体制の更なる充実に努めていきます。

スマホを持っていない保護者には、電話や
紙などで対応しています。
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光
みつ

井
い

　哲
てつ

治
はる

町政を問う町政を問う一般
  質問

質問者 質　問　事　項 ページ
光井　哲治 ながせこども園の施設整備を早急に １０

松岡　昭博 コロナ禍からの経済の復興と住民生活の回復を １１保育士の人手不足解消を

中森圭二郎 「算数セット」など補助教材の備品化を １２こども・若者の「居場所づくり」の実践を

増井　久美 給付型奨学金制度を作って保育士確保を １３住宅リフォーム助成制度の拡充を

米田　強美 本町の地域計画の策定状況は １４認知症予防のために、難聴対策を

信原　和裕 人命か、規則か　何のための交通ルールか １５老朽化した町道・橋等の改修計画は

☆
な
が
せ
こ
ど
も
園
は
、
公

設
民
営
で
移
転
開
園
し
て
年

数
が
か
な
り
経
過
し
、
経
年

劣
化
が
目
立
つ
。
要
旨
２
点

を
中
心
に
問
う
。

【
光
井
】
経
年
劣
化
で
内
外

修
繕
改
修
、
機
器
備
品
更
新

を
ど
う
判
断
し
て
い
る
か
。

【
町
長
】
な
が
せ
こ
ど
も
園

は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

運
営
を
委
託
し
て
い
て
、
施

設
の
修
繕
や
備
品
購
入
に
関

す
る
事
項
を
ル
ー
ル
化
し
て

い
る
。

　

今
後
も
定
期
的
な
施
設
点

検
を
実
施
し
、
良
好
な
施
設

維
持
に
努
め
て
い
く
。

【
光
井
】
５
年
度
予
算
で
整

備
事
業
費
に
計
上
は
な
く
、

早
急
な
修
繕
改
修
の
必
要
な

箇
所
は
な
か
っ
た
の
か
。

　

こ
こ
数
年
、
関
係
者
か
ら

話
を
聞
い
て
き
た
が
、
４
年

度
は
、
１
ケ
所
の
修
理
、
５

年
度
は
予
算
ゼ
ロ
で
あ
る
。

　

現
場
確
認
し
た
が
、
早
急

な
改
修
が
必
要
と
判
断
で
き

る
箇
所
が
か
な
り
あ
る
。
町

長
の
所
見
は
。

【
町
長
】
当
初
予
算
要
求
で

は
、
施
設
の
修
繕
、
備
品
購

入
な
ど
、
各
園
か
ら
の
要
望

を
聞
き
取
り
し
、
現
地
を
確

認
し
た
う
え
、
優
先
順
位
を

つ
け
て
対
応
し
て
い
る
。　

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
と
情

報
交
換
が
で
き
る
連
携
体
制

が
不
足
し
て
い
る
状
況
も

あ
っ
た
。
今
後
は
、
十
分
配

慮
し
、
健
全
な
園
運
営
に
努

め
て
い
き
た
い
。

６月定例会では、６人の議員が一般質問を行い、活発な議論を展開しました。

ながせこども園の
　　　　　施設整備を早急に
町長 優先順位をつけて対応

テープで補修された
保育室フロア
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新型コロナの発生状況

☆
新
型
コ
ロ
ナ
の
法
的
な
位

置
付
け
が
、
５
類
に
変
わ
っ

て
か
ら
１
ヶ
月
以
上
経
過

し
、
社
会
の
状
況
は
変
化
し

て
い
る
。

　

一
方
、
新
規
感
染
者
数
は

上
昇
傾
向
に
あ
る
。
現
状
を

踏
ま
え
、
町
の
対
応
に
つ
い

て
問
う
。

【
松
岡
】
新
型
コ
ロ
ナ
に
対

す
る
危
機
管
理
を
ど
の
よ
う

に
考
え
、
感
染
拡
大
防
止
対

策
を
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て

い
る
か
。

【
町
長
】
重
症
化
リ
ス
ク
の

あ
る
人
へ
の
感
染
は
、
注
意

が
必
要
。
防
災
無
線
等
で
対

応
を
周
知
。
高
齢
者
や
基
礎

疾
患
の
あ
る
人
は
８
月
末
ま

で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
無
料
。

ぜ
ひ
接
種
し
て
ほ
し
い
。

【
松
岡
】
温
泉
宿
泊
客
数
を

回
復
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
、

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

【
町
長
】
恵
ま
れ
た
環
境
な

ど
を
活
か
し
た
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
積
極
的
推
進
。
東

京
で
は
地
元
特
産
品
を
活
用

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
増
に
向
け
鳥
取

県
中
部
観
光
推
進
機
構
と
協

調
し
取
り
組
む
。

【
松
岡
】
生
活
保
護
者
の
推

移
状
況
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
を
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
本
町
で
は
、
感
染

症
の
影
響
を
直
接
の
原
因
と

す
る
生
活
保
護
申
請
は
、
こ

れ
ま
で
な
い
。
定
額
給
付
や

特
例
貸
付
な
ど
の
効
果
が

あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

☆
国
は
、
異
次
元
の
少
子
化

対
策
の
試
案
を
示
し
た
。
保

育
士
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

慢
性
的
な
人
手
不
足
と
な
っ

て
お
り
、
い
か
に
改
善
し
て

い
く
か
と
い
う
課
題
は
残
る
。

【
松
岡
】
本
町
の
保
育
士
不

足
の
原
因
を
ど
の
よ
う
に
考

え
、
解
消
対
策
を
ど
う
実
施

し
て
き
た
の
か
。

【
町
長
】
精
神
的
・
肉
体
的

な
負
担
が
大
き
く
、
就
職
希

望
者
の
減
少
、
早
期
離
職
へ

と
悪
循
環
が
発
生
し
て
い

る
。
対
策
と
し
て
町
独
自
の

採
用
試
験
、
就
職
氷
河
期
世

代
の
特
別
枠
、
人
材
派
遣
事

業
所
と
連
携
、
再
任
用
職
員

の
園
長
就
任
に
伴
う
賃
金
の

改
善
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
今
後
、
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

有
効
活
用
、
県
制
度
の
活
用

も
検
討
す
る
。

【
松
岡
】
町
の
奨
学
金
支
援

助
成
金
に
つ
い
て
、
保
育
士

確
保
の
効
果
を
、
ど
う
評
価

し
て
い
る
の
か
。

【
教
育
長
】
保
育
士
は
民
間

１
名
の
交
付
。
こ
れ
ま
で

以
上
に
幅
広
く
周
知
し
て

い
く
。

【
松
岡
】
こ
ど
も
園
の
労
働

環
境
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

進
捗
状
況
を
伺
う
。
そ
し

て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
改
善

対
策
を
園
の
評
価
の
対
象
に

し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
現
場
の
声
を
聴
き

な
が
ら
労
働
環
境
改
善
に
、

積
極
的
取
り
組
ん
で
い
る
。

園
評
価
と
は
別
実
施
を

検
討
。

松
まつ

岡
おか

　昭
あき

博
ひろ

園庭で遊ぶ園児
（とうごうこども園）

コロナ禍からの経済の
　　復興と住民生活の回復を
町長 関係機関と連携を図りながら進める

保
育
士
の
人
手
不
足
解
消
を

町長

今
後
も
人
材
確
保
に
尽
力
す
る
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一部備品化や再利用が
進む学校の補助教材

☆
個
人
所
有
の
補
助
教
材
に

は
高
価
な
も
の
が
あ
り
、
子

育
て
世
帯
の
負
担
と
な
る
。

ま
た
使
わ
な
く
な
っ
た
補
助

教
材
は
ゴ
ミ
と
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
、
補
助
教
材
を

個
人
所
有
に
す
る
必
要
が
あ

る
か
精
査
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

【
中
森
】
算
数
セ
ッ
ト
は
小

学
校
で
ど
れ
ぐ
ら
い
の
使
用

頻
度
か
。
ど
の
学
年
ま
で
使

用
し
て
い
る
の
か
。

【
教
育
長
】
３
年
生
ま
で
の

下
学
年
で
は
、
学
年
に
応
じ

た
算
数
セ
ッ
ト
を
補
助
教
材

で
使
用
し
て
「
数
学
的
見

方
・
考
え
方
」
の
土
台
を
身

に
付
け
る
。
１
年
生
は
、
週

４
時
間
、
２
年
生
以
上
は
５

時
間
が
定
め
ら
れ
、
大
切
な

役
割
が
あ
る
。

【
中
森
】
使
用
頻
度
が
低
い

場
合
、
算
数
セ
ッ
ト
の
備
品

化
、
一
部
備
品
化
を
検
討
で

き
な
い
か
。

【
教
育
長
】
「
算
数
セ
ッ

ト
」
使
用
頻
度
は
高
く
、個

人
の
道
具
で
十
分
に
活
用
し

て
お
り
、備
品
化
は
考
え
て
い

な
い
。

【
中
森
】
そ
の
他
、鍵
盤
ハ
ー

モ
ニ
カ
、書
道
セ
ッ
ト
も
一

部
備
品
化
で
き
な
い
か
。

【
教
育
長
】
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ

カ
は
１
年
か
ら
６
年
ま
で
授

業
等
で
使
用
。
使
用
状
況
、

衛
生
上
の
観
点
か
ら
個
人
所

有
が
適
切
で
あ
る
。
教
材
に

よ
っ
て
は
中
学
・
高
校
ま
で

の
ケ
ー
ス
も
あ
り
備
品
化
す

る
こ
と
は
現
状
で
は
適
切
で

は
な
い
。

中
なか

森
もり

　圭
けい

二
じ

郎
ろう

☆
国
の
報
告
書
で
は
、
こ
ど

も
・
若
者
の
声
を
適
切
に
反

映
さ
せ
る
仕
組
み
や
居
場
所

を
担
う
人
材
の
不
足
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

【
中
森
】
「
こ
ど
も
が
意
見

表
明
す
る
場
の
提
供
」
や

「
遊
び
や
文
化
的
活
動
の
機

会
提
供
」
と
い
う
児
童
館
の

活
動
を
、
公
民
館
や
図
書
館

で
実
践
で
き
な
い
か
。
具
体

的
に
は
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
な

ど
の
遊
び
道
具
の
貸
し
出

し
、
こ
ど
も
が
施
設
に
来
や

す
い
環
境
を
作
れ
な
い
か
。

【
教
育
長
】
本
町
で
は
、
新

し
い
居
場
所
設
置
を
め
ざ
す

の
で
は
な
く
、
公
民
館
、
児

童
館
、
体
育
施
設
な
ど
公
共

施
設
が
居
場
所
に
な
り
う
る

施
設
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

公
民
館
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
を
さ
れ
参
加
し
や
す
い

場
所
づ
く
り
に
努
力
さ
れ
て

い
る
。
図
書
館
、
体
育
施
設

で
も
同
様
で
あ
り
、
さ
ら
に

来
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
目

指
す
。

【
中
森
】
町
内
で
も
若
者
の

声
を
受
け
止
め
る
人
材
は
少

な
い
。
行
政
が
居
場
所
づ
く

り
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

人
材
を
確
保
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
居
場
所
づ
く
り

は
、
課
題
の
複
雑
化
、
複
合

化
、
価
値
観
の
多
様
化
な
ど

社
会
の
変
化
を
踏
ま
え
る
必

要
が
あ
る
。
若
者
会
議
で
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
人
材
を
含

め
若
者
か
ら
意
見
を
聴
き

施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
き

た
い
。

こ
ど
も
・
若
者
の

  

「
居
場
所
づ
く
り
」
の
実
践
を

町長

若
者
会
議
で
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
い

カードゲームで遊ぶこどもたち
（中央図書館）

教育長 備品化は考えていない

「算数セット」など
　　　　補助教材の備品化を
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【
増
井
】
令
和
５
年
度
に
人

材
派
遣
会
社
か
ら
保
育
士
を

受
け
入
れ
る
と
の
こ
と
で
予

算
化
し
て
い
る
。そ
の
後
の
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

【
町
長
】
保
育
士
人
材
派
遣

事
業
者
に
よ
り
募
集
を
開
始

し
て
い
る
。
登
録
の
あ
る
保
育

士
有
資
格
者
に
対
し
、
町
内
こ

ど
も
園
へ
の
勤
務
に
つ
い
て
照

会
中
で
あ
る
。
個
人
の
事
情
に

よ
り
勤
務
が
難
し
い
な
ど
派

遣
に
至
っ
て
い
な
い
。

【
増
井
】
町
に
は
「
ふ
る
さ

と
人
材
育
成
奨
学
金
支
援
助

成
金
制
度
」
が
あ
る
が
、
こ

れ
ま
で
に
こ
の
制
度
を
利
用

し
た
人
は
何
人
い
る
の
か
。

【
教
育
長
】
平
成
28
年
度
に

制
度
を
創
設
し
て
以
降
、
特

定
の
業
種
の
４
名
の
方
に
交

付
決
定
。

【
増
井
】
町
の
保
育
士
と
し

て
採
用
さ
れ
何
年
か
を
町
で

働
く
こ
と
を
条
件
に
、
町
と

し
て
給
付
型
奨
学
金
制
度
を

作
れ
な
い
か
。

【
町
長
】
職
員
採
用
で
は
、

資
格
試
験
を
行
い
、
公
平
に

募
集
す
る
。
学
生
入
学
時

に
、
本
町
の
採
用
を
前
提
と

し
て
、
給
付
型
奨
学
金
制
度

を
作
る
の
は
困
難
と
思
う
。

保
育
従
事
者
支
援
へ
の
補

助
金
の
創
設
を
考
え
て
み

た
い
。

【
増
井
】
２
０
１
５
年
に

「
空
き
家
対
策
特
別
措
置

法
」
が
施
行
さ
れ
、
本
年

改
正
さ
れ
た
。

　

空
き
家
は
当
町
で
も
毎
年

増
加
し
、
特
定
空
き
家
等
も

あ
り
、
指
導
も
し
て
い
る
。　

　

空
き
家
管
理
者
に
も
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
や
家

財
道
具
運
搬
の
補
助
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う

か
。
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
に

つ
な
げ
、１
件
で
も
空
き
家

を
減
ら
す
よ
う
努
力
を
す

る
べ
き
で
あ
る
。

【
町
長
】
町
で
は
、
空
き
家

の
有
効
活
用
や
適
正
管
理
と

い
う
観
点
で
、
所
有
者
が
空

き
家
を
利
活
用
す
る
た
め
の

改
修
費
用
な
ど
、
一
部
助
成

す
る
制
度
を
設
け
て
い
る
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
の

費
用
助
成
で
は
、
空
き
家
改

修
補
助
事
業
と
、
空
き
家
利

活
用
流
通
促
進
事
業
の
２
事

業
が
あ
る
。

　

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
登

録
の
上
で
移
住
者
を
受
け
入

れ
る
場
合
、
あ
る
い
は
空
き

家
取
得
後
間
も
な
い
人
が
、

何
か
に
活
用
す
る
場
合
に
費

用
を
助
成
す
る
。
空
き
家
の

中
に
荷
物
が
残
っ
て
い
る
場

合
の
処
分
費
も
、
対
象
に

な
る
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
す

る
件
数
を
増
や
そ
う
と
３
人

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
取

り
組
ん
で
い
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

　
　
　
　
助
成
制
度
の
拡
充
を

楽しい給食を待つこどもたち
（たじりこども園）

空き家の相談窓口
（総合相談センター どれみ）

増
ます

井
い

　久
く

美
み

給付型奨学金制度を作って
　　　　　　　保育士確保を
町長 本町への採用を前提とした

奨学金制度は困難

町長

空
き
家
改
修
補
助
事
業
な
ど

　
　
　
　
　
　
活
用
し
て
ほ
し
い
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多面的機能支払交付金で、
少しずつ整備が進む農道

（写真の手前側）

【
米
田
】
本
年
４
月
に
法
律

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
市
町

村
が
地
域
計
画
（
旧
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
）
を
策
定
。

農
業
委
員
会
に
よ
る
「
目
標

地
図
」
の
素
案
作
成
が
求
め

ら
れ
た
。
策
定
状
況
と
、
農

地
の
受
け
手
不
足
の
対
策
を

問
う
。

【
町
長
】
旧
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
は
令
和
４
年
度
末
時

点
で
17
地
区
で
策
定
。
23
地

区
は
未
実
施
。

　

新
し
い
地
域
計
画
に
つ
い

て
は
、
モ
デ
ル
地
区
を
作

り
、
策
定
に
向
け
協
議
し
て

い
る
。

【
米
田
】
農
業
機
械
の
大
型

化
が
進
む
中
で
、
農
道
の
整

備
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

　

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
推

進
に
つ
い
て
問
う
。

【
町
長
】
農
道
は
原
則
、
利

用
者
が
管
理
す
る
も
の
。
町

は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
進

め
る
立
場
に
な
い
。
町
や

県
・
国
の
整
備
支
援
事
業
が

あ
る
の
で
、
農
道
の
関
係
者

は
町
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

【
米
田
】
宅
地
造
成
等
に
よ

り
水
田
の
暗
渠
が
詰
ま
り
機

能
し
な
く
な
る
事
例
が
あ
る

が
、
対
策
を
問
う
。

【
町
長
】
造
成
し
た
転
用
事

業
者
が
復
旧
を
行
う
も
の
と

想
定
。
原
則
は
、
当
事
者
間

の
損
害
賠
償
の
問
題
。
ト
ラ

ブ
ル
に
な
っ
た
場
合
は
、
農

業
委
員
会
へ
相
談
し
て
ほ

し
い
。

【
米
田
】
難
聴
は
、
英
国
の

医
学
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
、

予
防
可
能
な
認
知
機
能
低
下

の
危
険
因
子
の
筆
頭
。
そ
の

他
、
幼
少
期
の
教
育
・
喫

煙
・
抑
う
つ
・
運
動
不
足
・

高
血
圧
・
社
会
的
孤
立
・
肥

満
・
糖
尿
病
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
難
聴
の
対
策
と
し

て
、
早
め
に
聴
覚
機
能
の
低

下
に
気
づ
き
、
適
切
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
町
長

の
所
見
を
問
う
。

【
町
長
】
町
と
し
て
は
、
認

知
症
の
啓
発
活
動
と
し
て
、

町
報
で
特
集
を
組
み
、
認
知

症
の
症
状
や
認
知
症
の
人
と

の
か
か
わ
り
方
な
ど
を
取
り

あ
げ
た
。
事
業
と
し
て
は
、

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
養
成
講
座

や
予
防
教
室
を
開
催
し
て

い
る
。

【
米
田
】
認
知
症
対
策
と
し

て
、
補
聴
器
購
入
補
助
は
有

効
だ
と
考
え
る
。
軽
度
の
難

聴
に
対
応
す
る
に
は
、
補
助

対
象
年
齢
を
40
歳
以
上
と
し

て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
本
町
の
助
成
対
象

は
、
原
則
中
等
度
難
聴
。
た

だ
、
医
師
が
補
聴
器
の
必
要

性
を
認
め
た
場
合
、
軽
度
難

聴
の
方
も
助
成
対
象
と
し
て

い
る
。

　

中
等
度
難
聴
は
高
齢
に
な

る
と
発
症
リ
ス
ク
が
上
が

る
。
現
時
点
で
は
、
対
象
年

齢
を
40
歳
ま
で
引
き
下
げ
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、

今
後
検
討
し
た
い
。

米
よね

田
だ

　強
つよ

美
み

本町の地域計画の策定状況は

補聴器の装着が、認知機能の低下を
抑制できる研究報告がある

（イメージ写真）

町長 モデル地区を作り、策定に向け
協議している

認
知
症
予
防
の
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
　
難
聴
対
策
を

町長

補
聴
器
購
入
の
補
助
対
象
年
齢
引

き
下
げ
を
今
後
検
討
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179号線東西歩道は2.2mと1.5mで、
共に自転車通行、可。羽合小隣は、
2.5mでも不可。

信
のぶ

原
はら

　和
かず

裕
ひろ

☆
戦
後
に
集
中
的
に
作
ら
れ

た
町
道
や
橋
が
、
劣
化
・
耐

用
年
数
切
れ
と
未
曽
有
の
風

水
害
に
晒
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
へ
の
対
策
は
。

【
信
原
】
道
等
の
実
態
把
握

や
補
修
・
災
害
復
旧
・
計
画

的
整
備
等
に
は
専
門
的
な
知

識
と
技
能
を
備
え
た
職
員
が

必
要
だ
が
、
人
材
の
確
保

は
。

【
町
長
】
橋
梁
に
つ
い
て

は
、
５
年
ご
と
に
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
委
託
し

点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
会
計
年

度
任
用
職
員
１
名
と
、
担
当

職
員
で
業
務
に
あ
た
っ
て
い

る
。
担
当
職
員
は
研
修
会
に

参
加
し
た
り
、
県
の
職
員
か

ら
も
専
門
的
知
識
・
技
能
を

見
習
っ
て
い
る
。

【
信
原
】
18
～
76
億
円
に
も

な
る
町
道
等
の
改
修
費
用
の

調
達
方
法
・
国
や
県
と
の
関

係
は
。

【
町
長
】
「
長
寿
命
化
修
繕

計
画
」
に
基
づ
き
毎
年
必
要

な
額
を
国
に
要
求
し
て
い

る
。
ま
た
活
用
で
き
る
起
債

の
中
で
有
利
な
も
の
を
活
用

し
て
い
る
。

【
信
原
】
災
害
復
旧
や
生
活

環
境
維
持
・
改
善
以
外
の
旧

羽
合
・
泊
・
東
郷
の
特
徴
を

生
か
し
た
将
来
展
望
・
整
備

計
画
は
。

【
町
長
】
過
疎
対
策
事
業
債

な
ど
有
利
な
起
債
を
最
大
限

活
用
し
、
総
合
計
画
を
進

め
る
。

☆
昨
年
末
、羽
合
小
学
校
横

の
歩
道
で
、自
転
車
通
学
の
中

学
生
が
警
官
に
交
通
規
則
違

反
で
指
導
さ
れ
た
。次
の
事

を
確
認
し
、要
望
し
た
い
。

【
信
原
】
中
学
生
は
幅
員
３

メ
ー
ト
ル
未
満
の
歩
道
の
通

行
で
指
導
さ
れ
た
が
、
車
道

通
行
で
中
学
生
の
安
全
は
守

れ
る
の
か
。

【
教
育
長
】
中
学
生
の
通
学

時
の
安
全
確
保
が
第
一
で
あ

る
。
生
徒
へ
の
交
通
安
全
指

導
、
お
も
い
や
り
ロ
ー
ド
の

よ
う
な
譲
り
合
い
を
促
す
ソ

フ
ト
的
な
活
動
と
、
ハ
ー
ド

的
な
整
備
の
推
進
な
ど
町
と

連
携
を
密
に
し
な
が
ら
交
通

安
全
対
策
強
化
を
行
っ
て

い
く
。

【
信
原
】
町
内
に
は
３
メ
ー

ト
ル
未
満
の
歩
道
で
も
自
転

車
通
行
し
て
い
る
場
合
が
あ

る
。
そ
れ
と
の
関
係
は
。

【
町
長
】
自
転
車
と
歩
行
者

に
通
行
に
は
３
メ
ー
ト
ル
の

幅
員
が
必
要
で
あ
る
。
国
や

県
に
対
し
て
も
歩
道
の
新
設

や
拡
幅
を
要
望
し
て
い
く
。

【
信
原
】
今
年
４
月
か
ら
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務

と
な
っ
た
が
、購
入
時
の
一
部

補
助
制
度
は
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
自

分
自
身
を
守
る
も
の
と
認
識

し
て
自
分
で
購
入
し
て
ほ

し
い
。

拡幅・防災工事が望まれる
石脇隧

ずい
道

老
朽
化
し
た
町
道
・
橋
等
の

　
　
　
　
　
　
　
改
修
計
画
は

町長

「
長
寿
命
化
修
繕
計
画
」に

　
　
　
　
　
　
　
　
基
づ
き
行
う

人命か、規則か
　　何のための交通ルールか
教育長 生徒への交通安全指導と歩道の

整備を推進
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議会の傍聴をお気軽に

【
編
集
】

　
　議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
本
年
５
月
よ
り
、議
会
内
で

は
正
副
議
長
や
各
常
任
委
員

会
の
構
成
が
新
た
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。新
た
な
委
員
会

構
成
は
、本
誌
内
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　
ゆ
り
は
ま
議
会
だ
よ
り
は
、

議
員
全
員
が
所
属
す
る
議
会

広
報
常
任
委
員
会
で
編
集
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。議
会
広
報

も
新
た
な
委
員
会
構
成
の
も

と
で
、よ
り
読
ん
で
い
た
だ
き

や
す
く
、内
容
も
充
実
さ
せ
て

い
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
今
号
で
は
、町
民
の
方
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
表
紙
と
を

連
動
さ
せ
る
試
み
を
し
て
お

り
ま
す
。今
後
は
、
紙
媒
体
の

良
さ
を
デ
ジ
タ
ル
で
補
強
し

て
い
く
よ
う
な
試
み
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（
記
　
小
川
）

発
行

／
鳥

取
県

東
伯

郡
湯

梨
浜

町
議

会
　

　
〒

682-0723　
鳥

取
県

東
伯

郡
湯

梨
浜

町
大

字
久

留
19番

地
1　

　
TEL 0858（

35）5341／
FAX 0858（

35）5342／
E-m

ail:ygikai@
yuriham

a.jp／
https://w

w
w

.yuriham
a.jp/

　傍聴は議会の審議内容や、議会活動、町政の内容などを知ることので
きる身近な方法です。どなたでも傍聴できますので、役場３階へお気軽に
お越しください。議会の日程は、広報ゆりはま、防災無線放送、町ホーム
ページでお知らせします。

山増 香里 さん（橋津）ゆりはま子育てネットワークくぷくぷ　事業部長

9月8日（金）～
※日程は変更になる場合があります。
　詳しくは町ホームページへ。

次回の定例会は

午前１０時開会

「ママとパパが頼れる場所になれたら」

町民インタビュー町民インタビュー

　
ゆ
り
は
ま
子
育
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
く
ぷ
く
ぷ

を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
橋
津
地
区
公
民
館
で
、

橋
津
地
区
の
子
育
て

サ
ー
ク
ル「
お
は
な
」に

参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。休
日
に
一
人
で
こ

ど
も
と
過
ご
す
こ
と
が

多
か
っ
た
の
で
、助
か
り

ま
し
た
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
そ
の

様
子
を
シ
ェ
ア
し
た
ら
、

橋
津
以
外
の
地
域
の
人

も
興
味
を
示
し
て
く
だ

さ
り
、同
じ
想
い
を
持
っ

た
方
々
と
く
ぷ
く
ぷ
を

始
め
ま
し
た
。

　
今
日
、取
材
し
た
活
動

「
ぐ
〜
た
ら
マ
マ
」で
は
、

赤
ち
ゃ
ん
は
ス
タ
ッ
フ
に

見
守
ら
れ
、お
母
さ
ん

は
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

受
け
、と
て
も
リ
ラ
ッ
ク

ス
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、５
組
の
親
子
が

集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

育
児
の
合
間
に
、リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
場
所
を
求

め
る
方
は
多
い
と
思
い

ま
す
。立
派
な
設
備
よ
り

も
、安
全
に
こ
ど
も
を
見

て
く
れ
る
人
が
い
る
場

が
大
事
だ
と
感
じ
ま
す
。

　
親
子
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
場
づ
く
り
の
コ
ツ
は

あ
り
ま
す
か
。

　
マ
マ
が
ポ
ツ
ン
と
お

一
人
に
な
っ
て
い
な
い

か
な
ど
全
体
を
見
渡
す

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
一
緒
に
と
い

う
感
じ
で
な
く
て
も
、

お
一
人
一
人
が
こ
こ
に

来
て
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
声

を
か
け
た
り
皆
さ
ん
と

お
話
を
す
る
よ
う
に
意

識
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、湯
梨
浜
の
子

育
て
環
境
が
ど
う
変

わ
っ
て
い
け
ば
よ
い
と
思

い
ま
す
か
。

　
暑
い
日
や
雨
の
日
に

こ
ど
も
が
遊
べ
る
場
所

が
増
え
た
り
、病
児
保
育

が
使
い
や
す
く
な
っ
た
り

　今回の町民インタビューのテーマは、「子育て環境」。湯梨浜で産後の不調やワン
オペ育児に悩む人たちを支援している、ゆりはま子育てネットワークくぷくぷの山増
さんに議会だより編集担当がインタビューしました。

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
あ
と
子
育
て
を
一
人
で

抱
え
こ
む
の
で
は
な
く
、

「
人
に
頼
っ
て
も
い
い
ん

だ
よ
♪
」
と
思
え
る
環

境
が
で
き
る
と
い
い
で

す
ね
。私
た
ち
く
ぷ
く
ぷ

も
マ
マ
と
パ
パ
が
頼
れ
る

居
場
所
に
な
れ
た
ら
と

思
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

０
７
０―

５
６
７
０―

１
３
８
８

(

楽
体
屋
　
山
増)


